
６．H20.9出水
杭瀬川流域の浸水被害の減少

徳山ダム・横山ダムの連携した防災操作の実施により、両ダムがない場合と比較して、揖斐川の水位は、揖斐川町岡島地点（河口
から57.3km）約0.6m程度、大垣市万石地点（河口から40.6km）で約0.5m程度水位を低下させたものと推定されます。

令和元年8月台風第10号における治水事業の効果
（徳山ダム・横山ダム連携による効果）
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横山ダムの放流状況

8月16日 9時00分頃
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【万石地点の水位低下効果】

ダムがない場合の水位 T.P 9.52m

ダムがある場合の水位 T.P.9.00m
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【岡島地点の水位低下効果】

水位
低下

約0.6m

ダムがある場合の水位 T.P.39.31m

ダムない場合の水位 T.P 39.94m
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最大約140m3/s低減
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